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Solutions for the Detection of Infectious Disease Pathogens

感染症病原体の遺伝子分析
－Seeplex-MultiNA 多項目同時病原体遺伝子検出システム－



多種多様な感染症病原体を検出する新しい遺伝子分析をサポートします。
’09－’10年に流行した新型インフルエンザは、世界的な流行（パンデミック）に対する警戒のニュースが新聞紙上などでも連日取り上
げられ、記憶に新しいところです。ウイルスや細菌、真菌などのヒトへの感染が原因で生じる多くの感染症は、医学・医療の進歩した
現在でも国や地域によっては死亡率の上位を占めるなど、依然として医学分野における重要な研究対象の一つです。 （厚労省発
表 平成２１年原因別死亡者数で肺炎は第4位）
日本のような医療先進国においても、MRSA（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）やMDRP（多剤耐性緑膿菌）など抗菌薬に耐性を示
す薬剤耐性菌による院内感染が問題となるなど、感染症関連研究が改めて重視されるようになってきています。

Seegene社（韓国）は、2007年にウイルスや細菌などの異なる複数の遺伝子を同時に
検出可能にする革新的な新技術DPOTM（Dual Priming Oligonucleotide）を開発
し、研究用感染症研究試薬Seeplexシリーズとして販売してきました。本カタログで後
述するとおり、既に多数の感染症研究用Seeplexキットを開発し、国内外の多くの感染
症関連研究室でその性能とコストパフォーマンスが認められています。特に海外にお
いては ISO13485を取得、いくつかの製品に関してはCE marking、Health Canada
等の認証を取得し、研究から臨床への展開が図られつつあります。

島津製作所は、繰り返し利用が可能な複数のマイクロチップを搭載したDNA/RNA
分析用マイクロチップ電気泳動装置MCE-202 MultiNAを2007年に開発・発売しまし
た。これまでに、国内外の多くの遺伝子関連研究室に導入され、自動・高速・高感度と
低ランニングコストを両立した電気泳動装置として高い評価を得ています。また、遺伝
子研究や感染症関連の分野では、遺伝子増幅における鋳型DNAの抽出精製を不
要にしたAmpdirect、食中毒原因の一つであるノロウイルスを糞便検体から直接増
幅・検出するノロウイルスG1/G2検出キットなど、独自の試薬開発と遺伝子検査市場へ
の参入を進めてきました。

島津製作所とSeegene社は両社の先進的な技術を結合することで、Seeplexによる
Multiplex PCR反応を用いた感染症関連ウイルスや細菌遺伝子の選択的増幅と、
MultiNAによる高速・高感度かつ低ランニングコストでの遺伝子検出を実現し、
感染症遺伝子研究のお役に立ちたいと考えています。

Innovative Molecular Technologies
for the Multiple Detection

of Pathogens

High Sensitivity
High Specificity

Automated Multiple Detection

Best Combination of Seegene’s 
DPOTM-based Multiplex PCR 
Amplification Technology
& Shimadzu’s Automated Microchip Electrophoresis System

MultiNA

Seeplex kit

Multiplex PCR Technology
Seeplex®
Molecular Diagnostics

Seegene Viewer
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Seeplex-MultiNA 多項目同時病原体遺伝子検出システムの特長
・Seeplexキットにより、多数の標的遺伝子を高感度かつ高い特異性で同時に増幅できます。内部標準試料、陽性対照試料
より、マルチプレックスPCRの増幅結果を正確に評価できます。
・MultiNAは、PCR増幅産物を高感度かつ高い分離能と再現性で分析できる高速全自動の電気泳動装置です。繰り返し
使用できるマイクロチップにより分析コストを大幅に低減できます。
・MultiNAにより得られる電気泳動分析データを、専用解析ソフトウェア（Seegene Viewer）に直接エクスポートすることが
できます。標的遺伝子の有無の判定、レポート作成を簡便に行うことができます。

Contents

Seeplex-MultiNA遺伝子検出システム

呼吸器感染症

髄膜炎起因病原体検出

下痢症

ヒトパピローマウイルス

性感染症、薬剤耐性遺伝子検出

SNP（一塩基多型）検出、アクセサリー試薬
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感染症病原体の検出にはイムノクロマト法による抗原迅速検査、リアルタイムPCR法などがありますが、1回に検出できる
病原体の種類に限りがありました。そのため、詳細な疫学研究や多種類病原体の網羅的検出、あるいは多検体の処理に
時間も費用も要することが課題でした。
Seegene社のマルチプレックスPCRに適したSeeplexキットと島津製作所の高速全自動マイクロチップ電気泳動システムの
組み合わせにより、感染症病原体の遺伝子を多種類同時に、特異性高く、かつ迅速簡便に検出できます。また、1回の分析
で多種類の標的遺伝子を検出できるため、標的遺伝子1項目あたりの分析コストが大幅に低減します。
Seeplex-MultiNA多項目同時病原体遺伝子検出システムは、遺伝子検査/研究部門や感染制御研究部門等におけるウ
イルスや細菌などの各種感染症関連病原体の検出を強力にサポートします。

参照ページ

注)  日本国内において、本試薬および装置等は試験研究用です。臨床診断用途には使用することはできません。
注） Seeplex、DPOTMはSeegene社の登録商標です。

Seeplex-MultiNA多項目同時病原体遺伝子検出システム

試料 DNA抽出
RNA抽出

PCR増幅

Seeplex-MultiNA多項目同時病原体遺伝子検出システム
注：本システムにはPCR装置（サーマルサイクラ）は含まれません

検出・解析 判定・レポート

Seegene
ViewerMultiNA

Seeplex kit

PCR装置
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精度の高いマルチプレックスPCRを実現するSeeplexキット

特殊なプライマー構造を有するDPO技術（Dual Priming 
Oligonucleotide）により、鋳型DNAとプライマーとの非特異的
な結合とPCR反応の伸長を抑えることができ、非常に選択性高く目
的遺伝子のみを増幅できます。

・従来のプライマーで見られていたような目的以外の増幅断片の生成
を、効果的に抑制できます。
・感染症病原体の特徴的な遺伝子を、多数同時にPCR（マルチプレック
スPCR）反応が可能です。
・呼吸器感染症、ヒトパピローマウイルス、性感染症、下痢症、結核菌、
薬剤耐性遺伝子などを検出できるキットを約50種類ラインアップして
います。

主な作業の流れ
1. 鼻咽頭ぬぐい液、尿、子宮頸部スワブなどの試料検体を常法により採取します。
2. 採取検体より市販のキットを用いて核酸を抽出精製します。
3. 標的の感染症病原体遺伝子を検出するSeeplexキットによりマルチプレックスPCR増幅反応
　を行います。
4. 増幅後、MultiNAを用いて増幅DNA断片を分離検出します。泳動後に専用解析ソフトウェア
　Seegene ViewerにMultiNA分析データを取り込んで標的遺伝子を解析・判定します。

Seeplex-MultiNA遺伝子検出システムによる遺伝子分析のワークフロー

Seeplex-MultiNA遺伝子検出システム
Infectious Pathogen Analysis

遺伝子分析

試料の調製 核酸抽出 遺伝子増幅 遺伝子検出

従来型のプライマーの場合

配列が完全に
一致

異なるアニーリング温度（55℃、65℃）における従来型とDPOプライマーの非特異増幅比較
参照 : http://www.seegene.com/jp/research/core_020.php

目的バンド

M : 分子量マーカー
1 : 従来型プライマー
2 : DPOプライマー

伸長する

伸長する

伸長する

伸長する

伸長しない

結合しない
伸長しない

3’-末端側に
不一致あり

5’-末端側に
不一致あり

印部は、配列のミスマッチを示す 「　 印部」は、配列のミスマッチを示す

DPOの場合

5’
5’-end portion
(Stabilizer)

5’-end portion (Stabilizer)

Polydeoxyinosine Linker

3’-end portion
(Determiner)

3’-end portion (Determiner)

A polydeoxyinosine Linker

3’

A

A

B

B

C

C

DPO技術とは
DPOプライマーは、ポリデオキシイノシンリンカーを挟んで2つの異なる機能を
有する領域、即ち、5’-末端側のスタビライザーと3’-末端側のデターミナーか
ら構成されます。中央部のリンカーを構成しているイノシン塩基は、DNAを構
成する通常の4種の塩基であるアデニン、グアニン、シトシン、チミンと比べて
弱い水素結合力であるために熱的安定性が若干低く、ある温度条件下で
はこのリンカー部のみが鋳型DNAから離れてバブル状の構造を形成しま
す。この特殊なプライマーの構造が、目的遺伝子のみを選択的に増幅するこ
とを可能にします。

従来型のプライマーの場合、鋳型とプライマーの
塩基配列中に多少の配列不一致があっても鋳
型に結合したプライマーからの鎖伸長反応が起
こりますが、DPOの場合は3’-末端側に配列不一
致があると伸長反応が起こらず、また、5’-末端
側に配列不一致があれば鋳型と安定して結合
することができないことから、やはり伸長反応が進
みません。DPO技術により、プライマーと完全に配
列が一致した目的遺伝子のみが選択的に増幅
でき、従来見られていたような目的以外の増幅断
片の生成を効果的に抑制することが可能になり
ます。

M 1 2 1 2

Seeplex試薬キット
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Infectious Pathogen Analysis

遺伝子分析

マイクロチップ電気泳動装置　MultiNA

MultiNAの分析結果表示例

Seegene Viewerによる病原体遺伝子の検出表示例

MultiNA分析データ
（CSV形式）をエクスポートして
取り込む

MultiNA用マイクロチップ
石英製、装置には最大4枚搭載可能

MultiNA専用試薬キット
電気泳動用試薬キット

（分離バッファ、泳動マーカがキットに含まれる）

煩雑でデータが曖昧なアガロースゲル電気泳動に代わる、新しい高
速全自動のマイクロチップ電気泳動装置です。
・マイクロチップへ分離バッファを充填しサンプルを分注する泳動前処
理から分離波形のデジタルデータ処理まで全自動で行います。省力
化と同時に、高いデータの再現性を実現します。
・蛍光検出のため、高感度な分離分析ができます。
・マイクロチップを再利用することで、泳動に関わる分析コストを大幅
に低減できます。

高速全自動マイクロチップ電気泳動装置 MultiNA

感染症病原体遺伝子の解析をサポートする
Seeplexキット専用の解析ソフトウェアです。
※Seegene Viewerはご要望により無償で  
　提供致します。

・ゲルイメージを中心とした見やすくわかりやすい
表示GUIおよびレポート機能を搭載。
・各Seeplexキットが標的とする遺伝子増幅断片
サイズの情報が登録されており、検出閾値の設
定が可能です。
・MultiNAからCSV形式でエクスポートされる電
気泳動分析データを取り込むだけで解析作業
を行うことができます。

Seeplexキット専用の解析ソフトウェア
Seegene Viewer

参照 : http://www.an.shimadzu.co.jp/bio/mce/multina/index.htm
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呼吸器感染症は、風邪やインフルエンザなどを代表とする日常的によくある病気の一つです。呼吸器感染症の起因ウイルス、
起因菌の検出では、病原体特異的抗原を認識する抗体によるイムノクロマト法などを用いる迅速検査法が臨床の現場において多
数利用されています。イムノクロマト法では一度に一種の病原体抗原の有無を判定しますが、Seeplexを用いるマルチプレックス
PCRでは同時に複数の検出対象を判別することができるため、呼吸器感染症研究におけるウイルスや菌の検出・スクリーニング
を効率的に低コストで行うことが可能です。
Seeplexシリーズ呼吸器感染症用キットには、新型インフルエンザ（A/H1N1 pdm）や季節性インフルエンザの判別・タイピングがで
きるキットの他、ライノウイルスやコロナウイルス、アデノウイルス、パラインフルエンザウイルスなどの主要な呼吸器感染症関連ウイ
ルス検出用キット、肺炎球菌、マイコプラズマ、肺炎クラミジアなどを対象とした肺炎主要起因菌検出用キットなど、研究目的に合わ
せた複数のキットが揃っています。

呼吸器感染症における遺伝子分析

呼吸器感染症
Infectious Pathogen Analysis

遺伝子分析

Influenza A/B One Step Typing キットの特長
・インフルエンザA型、B型のウイルスを判別します。
・季節性インフルエンザA型のサブタイピング（H1、H3）が可能です。
・季節性（A香港型/H3、Aソ連型/H1）と新型（A/H1N1 pdm）インフルエンザウイルスを識別します。
・逆転写反応（cDNA合成）とマルチプレックスPCRを1ステップの反応で行うことができます。
・反応系に8-MOP（メトキシプソラレン）を含み、万一PCR産物が混入した場合に偽陽性となる増幅を抑制します。
・内部コントロール、陽性マーカーを含み、増幅結果の正確な評価が可能です。

<検出対象>

品　名 備考 （品番　P/N）

※注1：本キットは、cDNA合成用にRT試薬を別途用意していただく必要があります

テスト数

50

50

100

50

50

<対象試料>
Influenza B
Influenza A virus （Common）
Influenza A/H1N1 pdm （新型）
Human Seasonal Influenza A/H1（Aソ連型）
Human Seasonal Influenza A/H3（A香港型）

鼻咽頭スワブ （Nasopharyngeal swab）
鼻咽頭吸引試料 （Nasopharyngeal aspirate）
気管支肺胞洗浄液 （Bronchoalveolar lavage fluid）

呼吸器感染症用キット

Seeplex® RV15 OneStep ACE

Seeplex® RV12 ACE Detection

Seeplex® influenza A/B OneStep

Seeplex® PneumoBacter ACE 
Detection

Seeplex® MTB ACE Detection

主要な呼吸器系ウイルス15種が検出可能
（アデノウイルス A/B/C/D/E、コロナウイルス229E/NL63、同OC43、パライン
フルエンザウイルス-1、同-2、同-3、同-4、ライノウイルス A/B、インフルエンザウイ
ルスA型、RSウイルス A、RSウイルス B、ボカウイルス1/2/3/4、インフルエンザ
ウイルスB型、メタニューモウイルス、エンテロウイルス）
本キットのみで逆転写反応とPCRが可能な1 Step RT-PCR キット
（SSOT-AG699-04070-000） 

主要な呼吸器系ウイルス12種が検出可能
（メタニューモウイルス、アデノウイルスA/B/C/D/E、コロナウイルス229E/NL63、同
OC43、パラインフルエンザウイルス-1、同-2、同-3、インフルエンザウイルスA型、RS
ウイルスA、RSウイルスB、インフルエンザウイルスB型、ライノウイルス A/B）　※注1
（SSOT-AG699-04010-000）

インフルエンザウイルスA型、同B型およびA型3種サブタイピングが可能
（A/H3N2 = A香港型、A/H1N1 = Aソ連型、A/H1N1 pdm = 新型－2009年パン
デミックを引き起こした当時の新型インフルエンザ） 
本キットのみで逆転写反応とPCRが可能な1 Step RT-PCR キット
（SSOT-AG699-04012-000）

肺炎主要起因菌6種が検出可能
（肺炎球菌、百日咳菌、マイコプラズマ、肺炎クラミジア、インフルエンザ菌、レジオネラ菌）
（SSOT-AG699-04027-000）

結核菌ゲノム内のIS6110に加えて、MPB遺伝子を標的とすることで、偽陰性を
解決しました　（SSOT-AG699-04017-000）
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呼吸器感染症の遺伝子分析のワークフロー

Infectious Pathogen Analysis

遺伝子分析

試料の調製 核酸抽出 遺伝子増幅 遺伝子検出

検出対象DNA断片のサイズ

内部コントロール （IC）
インフルエンザA型季節性H3 （A香港型）
インフルエンザA型季節性H1（Aソ連型）
インフルエンザB型
インフルエンザA/H1N1 pdm （新型）
インフルエンザA型 （共通）

（bp）

850
590
474
347
262
206

鼻咽頭ぬぐい液
鼻咽頭吸引試料
気管支肺胞洗浄液

病原体ゲノム抽出
（市販のキットを活用）

PCR
RT-PCR
（Seeplex）

MultiNA

主な作業の流れ
1. 鼻咽頭ぬぐい液・鼻咽頭吸引試料、気管支肺胞洗浄液の各種検体試料を常法により採取します。
2． 市販の核酸抽出用キットを用いて核酸抽出します。
3． 標的の感染症病原体遺伝子を検出するSeeplexキットによりマルチプレックスPCR増幅反応を行います。
4． 増幅後、MultiNAを用いて増幅DNA断片を分離検出します。泳動分離後に専用解析ソフトウェアSeegene 
　ViewerにMultiNA分析データを取り込んで標的遺伝子を解析・判定します。

Data

分析検出例 （Influenza A/B One Step Typing キット）

ウイルスタイプ毎にマルチプレックスPCRで増幅されるDNA断片サイズが異なるため、一度の分析でインフル
エンザウイルスの正確なタイピングが可能です。また、内部コントロールの増幅によって、PCR反応の阻害状況
も確認できます。
下記検出例では、インフルエンザウイルスのMP（マトリクス蛋白）領域を認識することで、A型あるいはB型を
判定します。同時にHA（ヘマグルチニン）領域を認識し、季節性H1、H3、新型H1それぞれの特異的なDNA増
幅断片が検出されるため、ウイルスのタイピング結果が明確に判定できます。    
  
判定例 ： 試料A1→ A/季節性H1（Aソ連型）
　　　　試料A4・A6→A/H1N1 pdm（新型）

データ例でのタイピング結果

試料A1　インフルエンザA型季節性H1 （Aソ連型）
試料A2　インフルエンザA型季節性H1（Aソ連型）
試料A3　インフルエンザB型
試料A4　インフルエンザA/H1N1 pdm （新型） 　 
試料A5　インフルエンザA型季節性H3 （A香港型）
試料A6　インフルエンザA/H1N1 pdm （新型）
A7 : 陰性対照

<逆転写>
50℃　　　30min
94℃　　　15min
<PCR増幅>
94℃　　　0.5min
60℃　　　1.5min　 45サイクル
72℃　　　1min
72℃　　　10min

典型的なPCR増幅条件例

<使用チップ、キットおよび試薬類>
マイクロチップ
DNA-1000キット
SYBR Gold　（Invitrogen）
分子量ラダー　
（φx174 / Hae3 消化断片）

MultiNAの分析条件例
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東京慈恵会医科大学/Seegene社/島津製作所の3者で共同研究を行い、その成果を「呼吸器感染症の起因病原体遺伝子
同時検出」 および 「病原体遺伝子同時検出を用いた冬季の小児感染症の起因病原体検索の試み」 として、第59～第61回日
本感染症学会東日本地方学術集会（2010～2012年10月）にて発表しました。
インフルエンザ抗原迅速検査では、A型あるいはB型のインフルエンザウイルスの型判定が可能です。Seegene社試薬と
MultiNAを組合せることにより、インフルエンザA型、B型およびA型サブタイピング、15種の呼吸器感染症起因ウイルスの遺伝
子、さらに6種肺炎起因菌を網羅的に検出することが可能です。
東京慈恵会医科大学附属柏病院小児科にご協力頂き、冬季（12月～3月）に38℃以上の発熱を主訴とする小児患者から鼻腔ぬぐい
液（小児608例）を採取しました。下記、ワークフローにしたがって、呼吸器感染症の起因病原体遺伝子の同時検出を行いました。

呼吸器感染症における病原体遺伝子検出実施例 　　　　　　　　　　　　
－ 東京慈恵会医科大学、Seegene社との共同研究 －

呼吸器感染症の遺伝子分析のワークフロー

今回、共同研究で使用したSeeplexキット3種

呼吸器感染症
Infectious Pathogen Analysis

遺伝子分析

・ Influenza A/B OneStep typing

・ RV15 OneStep ACE Detection

・ PneumoBacter ACE Detection  

＊データご提供および学会発表　東京慈恵会医科大学小児科学講座 和田 靖之 准教授
【参考文献】感染症学雑誌 2011.1 第85巻 第1号， P.130

インフルエンザA/Bタイピングに加えて、A型のうち、新型インフル（A/H1N1 pdm）と季節性2種
のA型（A香港型： A/H3、Aソ連型：A/H1）のサブタイピング可能

アデノウイルス、コロナウイルス、インフルエンザウイルス、パラインフルエンザウイルス、
RSウイルス、ライノウイルスを含む主要な呼吸器系ウイルス15種が検出可能

肺炎球菌、インフルエンザ菌、肺炎クラミドフィラ、百日咳菌、レジオネラ菌、肺炎マイコプラズマ
6種の主要肺炎起因菌が検出可能

主な作業の流れ
1. 鼻腔ぬぐい液を常法により採取し、インフルエンザ抗原迅速検査を実施、その残液を検体とします。
2． 自動核酸抽出装置を用いて核酸抽出します。
3． 標的の感染症病原体遺伝子を検出するSeeplexキットによりマルチプレックスRT-PCR/PCR増幅
　反応を行います。
4． 増幅後、MultiNAを用いて増幅DNA断片を分離検出します。
　泳動分離後に専用解析ソフトウェアSeegene ViewerにMultiNA分析データを取り込んで標的
　遺伝子を解析・判定します。

試料の調製 核酸抽出 遺伝子増幅 遺伝子検出

<鼻腔ぬぐい液
　の採取>

<MultiNA>

図1　主な作業の流れ

①② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

病原体ゲノム抽出
（市販のキットを活用）

PCR
RT-PCR
（Seeplex）
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Infectious Pathogen Analysis

遺伝子分析

Data

< MultiNA　エレクトロフェログラム > < MultiNA　ゲルイメージ >

PneumoBacterキット 検出結果

⑧ Upper Marker
⑦ 内部標準
⑥ マイコプラズマ
⑤ レジオネラ菌
④ 肺炎球菌
③ インフルエンザ菌
② 百日咳菌
① 肺炎クラミジア

図1　採取時期の異なる検体中の検出結果例 （PneumoBacter ACE Detectionキット）

図2　共同研究における病原体遺伝子の検出結果まとめ

2009-2012年の3シーズンで実施した
ところ、その年に流行したインフル
エンザウイルス型と正確に一致する
検出結果が得られました。
また、呼吸器感染症の原因ウイルス
11種、肺炎起因菌4種を検出し、冬
季流行の病原体傾向を把握するの
に本システムが有用であることが
示唆されました。

感染ウイルスの検出［年次推移］ 感染細菌の検出［年次推移］

A
B
C
D
E
F
Posi

①①② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧①② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

2009年11月
採取検体

2010年2月
採取検体

: 陽性対照

肺炎球菌

インフルエンザ菌

A B C D E F Posi

東京慈恵会医科大学小児外来患者における呼吸器系起因病原体遺伝子の検出結果

2009～2012年
小児外来608名での評価

・インフルエンザウイルスの流行タイプと正確に一致
・呼吸器感染症の原因ウイルス11種、肺炎起因菌4種を検出
・病原体の流行を網羅的に把握可能

＜病原体名＞

対象サンプル数

【ウイルス】

Flu-A(Influenza virus A)

A/H1pdm2009

A/H3

Flu-B(Influenza virus B)

MPV(Metapneumovirus)

RSV-B(RS virus B)

RSV-A(RS virus A)

AdV(Adenovirus)

RhV(Rhinovirus)

CoV(Coronavirus)

PIV-1(parainfluenza virus1)

PIV-2(parainfluenza virus2)

PIV-4(parainfluenza virus4)

【細　菌】

HI(Haemophilus influenzae)

SP(Streptococcus pneumoniae)

MP(Mycoplasma pneumoniae)

CP(Chlamydophilla pneumoniae)

2009-2010

30

11

10

1

0

0

6

5

0

1

0

1

0

0

6

14

0

0

2010-2011

185

45

31

14

3

3

7

14

8

4

4

2

1

0

38

19

0

0

2011-2012

393

62

0

62

56

21

16

4

12

12

4

0

1

1

104

32

8

2

＜シーズン＞

PneumoBacter

9

CP(Chlamydophilla pneumoniae)
MP(Mycoplasma pneumoniae)
SP(Streptococcus pneumoniae)
HI(Haemophilus influenzae)

PIV-4(parainfluenza virus 4)
PIV-2(parainfluenza virus 2)
PIV-1(parainfluenza virus 1)
CoV(Coronavirus)
RhV(Rhinovirus)
AdV(Adenovirus)

2009～2010年
（N=30）

100％

80％

60％

40％

20％

0％

100％

80％

60％

40％

20％

0％
2010～2011年
（N=185）

2011～2012年
（N=393）

2009～2010年
（N=30）

2010～2011年
（N=185）

2011～2012年
（N=393）

RSV-A(RS virus A)
RSV-B(RS virus B)
MPV(Metapneumovirus)
Flu-B(Influenza virus B)
Flu-A(H3)
Flu-A(H1 pdm2009)



髄膜炎起因病原体検出
Infectious Pathogen Analysis

遺伝子分析

抗菌薬療法の発達した現代にあっても、髄膜炎は発症すれば致死率は高く、また救命できても重篤な後遺症を残すことがあり、
特に小児においては注意が必要な感染症です。迅速な診断と適切な治療の早期開始が重要です。
髄膜炎には、細菌性髄膜炎と無菌性髄膜炎とがあり、本キットではこれら2種の髄膜炎の起因病原体遺伝子検出が可能です。細菌
性髄膜炎の主な起因菌として、肺炎球菌、インフルエンザ菌、リステリア菌、B群レンサ球菌、髄膜炎菌などがあり、無菌性髄膜炎
の主な起因病原体として、ポリオ、エコー、コクサッキーウイルスを含むエンテロウイルス属、単純ヘルペスウイルス（HSV1/2）、EB
ウイルス、サイトメガロウイルス（CMV）、水痘・帯状疱疹ウイルス（VZV）、ヒトヘルペスウイルス（HHV6）などがあります。

髄膜炎起因病原体の遺伝子分析

髄膜炎起因病原体検出キットの特長
・脳脊髄液を臨床材料として抽出精製した核酸検体を用いて、細菌性髄膜炎の主要起因菌である5種の細菌と無菌性髄
膜炎の主要起因ウイルスである7種のウイルスの検出が可能です。
・検体採取から病原体遺伝子検出まで約6時間です。

髄膜炎起因病原体の遺伝子分析のワークフロー

試料の調製 核酸抽出 遺伝子増幅 遺伝子検出

脳脊髄液 核酸抽出
（市販のキットを活用）

細菌： PCR（DNA）
ウイルス： RT-PCR（RNA）

MultiNA

Data
分析検出例 （Meningitis-V1 ACE Detectionキット）
データ例でのタイピング結果

試料 1 単純ヘルペスウイルス2型

試料 2 水痘・帯状疱疹ウイルス 

試料 3 EBウイルス　　

試料 4 サイトメガロウイルス

試料 5 ヒトヘルペスウイルス　　

試料 6 単純ヘルペスウイルスⅠ型

試料 7 陰性対照

<PCR増幅>
94℃　　　15min
94℃　　　0.5min
60℃　　　1.5min　 40サイクル
72℃　　　1.5min
72℃　　　10min

典型的な増幅条件例

<使用チップ、キットおよび試薬類>
マイクロチップ
DNA-1000キット
SYBR Gold　（Invitrogen）
分子量ラダー　
(φx174 / Hae3 消化断片）

MultiNAの分析条件例

品　名 備考 （品番　P/N）

単純ヘルペスウイルス（HSV1/2）、EBウイルス、サイトメガロウイルス(CMV)、水痘・帯状疱疹
ウイルス（VZV）、ヒトヘルペスウイルス（HHV6）の検出が可能　（SSOT-AG699-04042-000）

ポリオ、エコー、コクサッキーウイルスを含むエンテロウイルス属の検出が可能
（SSOT-AG699-04043-000）

肺炎球菌、インフルエンザ菌、リステリア菌、B群レンサ球菌、髄膜炎菌の検出が可能
（SSOT-AG699-04044-000）

テスト数

50

50

50

Seeplex® Meningitis-V1 ACE Detection

Seeplex® Meningitis-V2 ACE Detection

Seeplex® Meningitis-B ACE Detection

髄膜炎起因病原体検出用キット
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下痢症
Infectious Pathogen Analysis

遺伝子分析

下痢起因病原体の遺伝子分析　

下痢起因病原体の遺伝子分析のワークフロー　

試料の調製 核酸抽出 遺伝子増幅 遺伝子検出

下痢は、感染性胃腸炎・腸管感染症の主症状として、様々な病原体により引き起こされる感染症であり、細菌性のものでは腸炎ビブ
リオ、病原性大腸菌、サルモネラ、カンピロバクターなど、ウイルス性のものではノロウイルス、ロタウイルス、腸管アデノウイルスなどが
起因病原体として報告があります。急性の経過をたどり、通常抗菌薬投与により症状の改善がみられますが、薬剤耐性菌による下
痢の場合、重篤な症状となることがあります。 電顕、ELISA、糞便培養などの従来の診断法では制約がありましたが、Seeplexを用
いるマルチプレックスPCRでは4種類のウイルスや10種類の細菌の下痢起因病原体を6時間以内に検出することが可能です。

下痢起因病原体検出キットの特長
・10種類の細菌性下痢の主要起因菌検出が可能です。（サルモネラ菌、赤痢菌、腸炎ビブリオ、カンピロバクター、クロストリジ
ウム-ディフィシル、ウェルシュ菌、エルシニア・エンテロコリチカ、アエロモナス菌、O157、出血性大腸菌）
・4種類の非細菌性下痢の主要ウィルス検出が可能です。（ロタウイルス、ノロウイルスGI/GII、アデノウイルス、アストロウイ
ルス）

糞便 核酸抽出
（市販のキットを活用）

細菌： PCR（DNA）
ウイルス： RT-PCR（RNA）

MultiNA

品　名 備考 （品番　P/N）

4種類の下痢起因ウイルス(ロタウイルス、ノロウイルスG1/G2、アデノウイルス、
アストロウイルス）の検出が可能　※注1（SSOT-AG699-04046-000）

5種類の下痢起因細菌（サルモネラ菌、赤痢菌、腸炎ビブリオ、カンピロバクター、
ディフィシル菌）の検出が可能　（SSOT-AG699-04047-000）

5種類の下痢起因細菌（ウェルシュ菌、腸炎エルシニア、アエロモナス菌、O157、
出血性大腸菌）の検出が可能　（SSOT-AG699-04048-000）

テスト数

50

100

100

Seeplex® Diarrhea-V ACE Detection

Seeplex® Diarrhea-B1 ACE Detection

Seeplex® Diarrhea-B2 ACE Detection

下痢症用キット

Data
分析検出例 （Diarrhea-V ACE Detectionキット）

データ例でのタイピング結果

試料B4 アデノウイルス

試料B5 ロタウイルス、ノロウイルスG2

試料B6 ロタウイルス　　

試料B7 アストロウイルス

試料B8 ノロウイルスG2 　　

試料B9 ノロウイルスG2

試料B10　ロタウイルス、ノロウイルスG2

試料B11 アストロウイルス

<PCR増幅>
94℃　　　15min
94℃　　　0.5min
60℃　　　1.5min　 40サイクル
72℃　　　1.5min
72℃　　　10min

典型的な増幅条件例

<使用チップ、キットおよび試薬類>
マイクロチップ
DNA-1000キット
SYBR Gold　（Invitrogen）
分子量ラダー　
(φx174 / Hae3 消化断片)

MultiNAの分析条件例

※注1：本キットは、cDNA合成用にRT試薬を別途用意していただく必要があります
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ヒトパピローマウイルスは、子宮頸癌の主要な危険因子として知られています。ヒトパピローマウイルス遺伝子には多くの型が
存在し、病理学的には高リスク型と低リスク型に分けられます。高リスク型ヒトパピローマウイルスは子宮頸癌の予測因子として、
子宮頸部細胞診やコルポスコピーと共に、子宮頸癌検診の検査対象にもなっています。
Seeplexを用いるマルチプレックスPCRでは、同時に複数の検出対象を判別することができ、子宮頸部スワブや液状細胞診試料
から高リスク型のHPV 16、HPV 18のタイピングと、他の16種の高リスクグループ、2種の低リスクグループ（HPV 6/11）のスクリー
ニングを同時に行うことが可能です。

ヒトパピローマウイルスの遺伝子分析

子宮頸がんとHPV

ヒトパピローマウイルス
Infectious Pathogen Analysis

遺伝子分析

HPV4A ACE Detectionキットの特長
・高リスク型のHPV 16、HPV 18のタイプ判別が可能です。
・他の高リスク型（26、31、33、35、39、45、51、52、53、56、58、59、66、68、73、82）のスクリーニングが可能です。
・低リスク型のHPV 6、HPV 11のスクリーニングが可能です。
・反応系に8-MOP（メトキシプソラレン）を含み、万一PCR産物が混入した場合に偽陽性となる増幅を抑制します。
・内部コントロール、陽性マーカーを含み、増幅結果の正確な評価が可能です。

<検出対象>

品　名 備考 （品番　P/N）

HPV 16、HPV 18の型判定および高リスク型HPV群16種と低リスク型
HPV 6/11のスクリーニング検出が可能　（SSOT-AG699-04025-000）

テスト数

50Seeplex® HPV4A ACE Screening

<対象試料>
子宮頸部スワブ （Cervical brush/swab） 
液状細胞診試料 （Liquid-based cytology specimen）
　　　　　　　 （Thin Prep®オリンパス社）

HPV 16
HPV 18
高リスク型 HPV （16種） *1　
低リスク型 HPV （2種） *2　
*1 高リスク型 : HPV 26、31、33、35、39、45、51、52、53、56、58、59、 66、68、73、82 
*2 低リスク型 : HPV 6/11

MultiNA対応のヒトパピローマウイルス検出用キット

子宮頸がんの発生には、その多くにヒトパピローマウイルス（Human Papillomavirus：HPV）の感染が関連しています。HPVは、
性交渉で感染することが知られているウイルスです。子宮頸がんの患者さんの90％以上からHPVが検出されることが知られて
います。HPV感染そのものはまれではなく、感染しても、多くの場合、症状のないうちにHPVが排除されると考えられています。
HPVが排除されず感染が続くと、一部に子宮頸がんの前がん病変や子宮頸がんが発生すると考えられています。
子宮頸がんにかかる人は、全体として年間約8,900人(2007年罹患数・率報告）、また、子宮頸がんで亡くなる方は、全体として年
間約2,700人となっています（－人口動態統計2011年）。
年齢別にみた子宮頸がんの罹患率は、20歳代後半から40歳代前半まで増加し、70歳ころ再び増加します。近年、罹患率、死亡
率ともに若年層で増加傾向にあります。
（国立がんセンターがん対策情報センター）
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HPV4A ACE Screeningキットによるヒトパピローマウイルスのスクリーニング

Infectious Pathogen Analysis

遺伝子分析

試料の調製 核酸抽出 遺伝子増幅 遺伝子検出

検出対象DNA断片のサイズ

内部コントロール（IC）

HPV 16

高リスク型 HPV

低リスク型 HPV 6/11

HPV 18

（bp）

1000

588

465

302

230

子宮頸部スワブ
液状細胞診試料

ウイルスDNA抽出
（市販のキットを活用）

PCR MultiNA

主な作業の流れ
1. 子宮頸部スワブ、液状細胞診試料（ThinPrep® オリンパス社）などの検体を常法により採取します。
2． 市販の核酸抽出用キットを用いて核酸抽出します。
3． 標的の感染症病原体遺伝子を検出するSeeplexキットによりマルチプレックスPCR増幅反応を行います。
4． 増幅後、MultiNAを用いて増幅DNA断片を分離検出します。泳動分離後に専用解析ソフトウェア
　Seegene ViewerにMultiNA分析データを取り込んで標的遺伝子を解析・判定します。

Data

分析検出例 （HPV4A ACE Screeningキット）

本キットによるヒトパピローマウイルスの検出例を示しています。検出対象によってマルチプレックスPCRで増
幅されるDNA断片のサイズが異なるため、一度の分析で高リスク型のタイピングと、高リスク型および低リスク
型の複数種のスクリーニングを同時に行うことが可能です。内部コントロールの増幅によってPCR反応の阻害
は生じていないことがわかり、複数の型のウイルスが混在している場合にはそれぞれ対応したサイズのDNA増
幅断片が同時検出されます。
例）　試料B : HPV 16 および 高リスク型HPV（16種のいずれか）、
　　 試料D : 高リスク型HPV および HPV 6/11

データ例でのタイピング結果

試料A　　 HPV 16

試料B　　 HPV 16/高リスク型 HPV

試料C　 高リスク型 HPV

試料D　 高リスク型 HPV

　　　　　低リスク型 HPV 6/11

試料E　　 HPV 18

試料F　　 HPV 16

試料G 陰性対照

<PCR増幅>
94℃　　　15min
94℃　　　0.5min
60℃　　　1.5min　 40サイクル
72℃　　　1.5min
72℃　　　10min

典型的な増幅条件例

<使用チップ、キットおよび試薬類>
マイクロチップ
DNA-1000キット
SYBR Gold　（Invitrogen）
分子量ラダー　
（φx174 / Hae3 消化断片）

MultiNAの分析条件例
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Infectious Pathogen Analysis

遺伝子分析
性感染症・薬剤耐性遺伝子検出

性感染症は、主に性的接触を伴う原因による感染症（Sexually Transmitted Infection）の総称であり、STDあるいはSTIなどと
呼ばれています。性感染症の感染・病原因子は幅広く、トリコモナスのような原生生物、マイコプラズマやクラミジアなどの細菌、真菌
の一種であるカンジダ、サイトメガロウイルス、ヘルペスウイルスのようなウイルスに起因するものなど様々です。培養法による従来の
分析法には数日を要しますが、Seeplexを用いるマルチプレックスPCRでは同時に複数の検出対象を半日で判別することができ、
尿や尿道スワブ試料などからの25種類の性感染症起因微生物の検出を効率的に行うことが可能です。

性感染症における遺伝子分析

STI Master ACE Detectionキットの特長
・性感染症の起因微生物25種（トリコモナス、マイコプラズマ、クラミジア、カンジダなど）を検出します。
・尿や尿道スワブ、膣/子宮頸部スワブ、液状細胞診試料からの分析が可能です。
・対象別に6種類のパネル（STI Master Panel 1～6）で構成されています。
・反応系に8-MOP（メトキシプソラレン）を含み、万一PCR産物が混入した場合に偽陽性となる増幅を抑制します。
・内部コントロール、陽性マーカーを含み、増幅結果の正確な評価が可能です。

<対象試料>
尿、尿道スワブ （Urethral swab）、膣スワブ （Vaginal swab）、子宮頸部スワブ （Cervical brush/swab）
生殖器病変部スワブ （Genital lesion swab）、液状細胞診試料 （Liquid-based cytology specimen ex: Thinprep®）

品　名 備考 （品番　P/N）

STI Masterキットにおける病原体毎のパネル別キット、病原体を限定して検出することが可能。
（Panel 1:SSOT-AG699-04004-000、Panel 2:SSOT-AG699-04005-000、 
 Panel 3:SSOT-AG699-04006-000、Panel 4:SSOT-AG699-04007-000、
 Panel 5:SSOT-AG699-04008-000）
Panel 6は提供予定

テスト数

各100
Seeplex® STI Master
Panel 1, Panel 2, Panel 3, Panel 4, Panel 5,
Panel 6

性感染症（淋菌やクラミジアなど）用キット

薬剤耐性遺伝子の分析
薬剤耐性遺伝子検出

医療現場での抗生物質や抗菌剤などの使用増加を一因とした、特定の薬剤に対して耐性・抵抗性を獲得した薬剤耐性菌の出現
は、大学病院などの大規模な医療機関における院内感染対策上大きな問題となっています。代表的な薬剤耐性病原体として、
バンコマイシン耐性腸球菌（VRE）、多剤耐性緑膿菌（MDRP）などがよく知られています。近年、このような薬剤耐性菌による院内感
染への対策が多くの大規模医療機関で重要視されてきており、薬剤耐性菌の検出ニーズがより高まっています。

薬剤耐性遺伝子検出キットの特長
・Seeplexを用いるマルチプレックスPCRでは、同時に複数の薬剤耐性遺伝子を判別することができます。
・VREなどの院内感染関連を含めた薬剤耐性遺伝子検出用のキットをラインアップしています。

品　名 備考 （品番　P/N）

腸球菌培地上で増殖した腸球菌からバンコマイシン耐性遺伝子（vanA、vanB）の検出
が可能　（SSOT-AG699-04022-000）

胃生検試料からヘリコバクター・ピロリ菌とクラリスロマイシン耐性型の遺伝子変異
（A2142G、A2143G）の検出が可能　（SSOT-AG699-04028-000）

テスト数

50

25

Seeplex® VRE ACE Detection

Seeplex® ClaR-H.pylori ACE Detection

薬剤耐性遺伝子検出用キット

14



SNP Analysis & Other Reagents

遺伝子分析

SNP検出(CYP2C19遺伝子多型)
ヒトゲノムには様々な遺伝子変異（塩基配列の違い）が存在し、その中で1％以上の変異が観察されるものを遺伝子多型といい、特
に、一塩基の変異を一塩基多型（SNP: single nucleotide polymorphism）といいます。 SNPには体質の違いと関連するものが
報告されており、ある遺伝子に関連するSNPを調べることで、薬に対する体質の違いを予測したり、副作用の無い薬を選択すること
によって、患者ひとりひとりに適した治療を選択する個別化医療が始まっています。
Seeplexキットでは、同時に複数の検出対象を判別することができ、変異型と野生型2種のSNPをそれぞれ特異的に増幅し、判別
することが可能です。

Seeplexキットは病原体を標的とするキット以外に、検査需要のある遺伝子を標的として、特異性認識に優れたDPO技術により
SNP（一塩基多型）を正確に検出するキットも取り揃えています。

品　名 備考 （品番　P/N）

CYP2C19のSNP（*1、*2、*3 genotyping）を検出するキット（SSOT-AG699-04020-000）

テスト数

25Seeplex® CYP2C19 ACE Genotyping

SNP検出用キット

病原体RNAおよびDNA抽出に最適な核酸抽出・精製キット
（SSOT-AG699-04069-000）

Multiplex PCRに最適なbuffer、ｄNTP、Taq polymeraseを含み、プライマー・DNAを
合わせて遺伝子増幅可能な試薬。
（with dye: SSOT-AG699-04065-000、 w/o dye: SSOT-AG699-04066-000）

0.5ml

50

2X Multiplex Master Mix

Ribo-spin vRD（Gene All）

Seeplex キット・アクセサリー試薬 （PCRマスターミックス、核酸抽出キット)
品　名 備考 （品番　P/N）テスト数

アクセサリー試薬・キット 
アクセサリー試薬・キットとして、Seeplex試薬に最適なBuffer、dNTP、Taq polymeraseを含むMultiplex Master Mixと各種病
原体の核酸抽出・精製に特化したRibospin vRDキットをご用意しております。
Ribo-spin vRDキットは、シリカメンブレンを利用した核酸精製用スピンカラムです。カオトロピックな条件下で核酸を選択的に捕捉
するシリカの特性を活かし、簡便な操作で優れた洗浄効率・乾燥特性を有します。
特に呼吸器感染症のような多種多彩な各種病原体（RNAウイルスおよび細菌）の核酸抽出に最適です。
Ribo-spin vRDキットにより抽出した核酸は、RV（Respiratory virus ； ウイルスRNA）15 OneStepキットおよび
PB（PneumoBacter ； 細菌DNA）キットの両方で使用可能です。

SNP（一塩基多型）検出
アクセサリー試薬
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遺伝子分析・微生物分析関連製品

遺伝子増幅用試薬　Ampdirect® Plus 酵素セット

Ampdirect Plus（PCRバッファー）と、増幅効率の高いホットスタート型PCR酵素「BIOTAQTM  
HS DNA Polymerase」をセットにした試薬キットです。Ampdirect Plusには、生体由来の
タンパク質や糖質等によるPCR阻害を抑制する効果があるので、煩雑なDNA精製をせずに
PCRが行えます。

● 簡単かつ迅速なPCRが可能になりました。
● DNA精製が不要なため、サンプルロスがなく微量サンプルからのPCRに最適です。
● サンプル中の夾雑物によるPCR阻害を抑制し、安定したPCRが可能です。
● DNA抽出キットや装置が不要となり、ランニングコストを抑えられます。

● 糞便処理から増幅までのトータルの過程が1本のチューブで行えます。
● 増幅はRT-PCR、検出はアガロースゲル電気泳動、もしくは融解温度（Tm）解析のどちらかを選択
　 できます。
● キット内の試薬に偽陰性を防ぐためのインターナルコントロールDNAが入っています。

研究用試薬　ノロウイルスG1&G2検出試薬キット

1検体1反応でノロウイルスG1（GenogroupⅠ）およびG2（GenogroupⅡ）遺伝子を同時検出し、
ノロウイルスの有無を判定できます。糞便からの面倒なRNA抽出・精製なしで、ダイレクトにノロ
ウイルスの遺伝子をRT-PCRで増幅・検出することが可能な研究用試薬キットです。

遺伝子増幅用試薬
Ampdirect Plus 酵素セット

詳細カタログ C297-0334
※Ampdirect Plus単品もございます。

詳細カタログ C297-0432
※G1またはG2遺伝子の検出を個別に行える試薬キットもございます。

ノロウイルスG1&G2
検出試薬キット


